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成人女性における身長と体重から計算した各種肥満度の妥当性

―水中体重秤量法を外的基準として―
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　20歳以上の女子322人を対象に，身長から算出される標準体重に対する実測体重の割合（肥満

度）が体脂肪率（％Fat）をどの程度反映しているかを検討した。体脂肪率は密度法である水中

体重秤量法により測定し，標準体重による肥満度はBroca-桂法（以下桂法），加藤-綿谷法（以

下加藤法），日本肥満学会方式（BMI値22となる体重，以下BMI法），明治生命による標準体重

表（以下明治生命法）厚生省の「肥満とやせの判定表・図」（以下厚生省法）の5法を用いて算

出した。

　体脂肪率が30％以上である肥満者は73人（22.7％）であり，25～30％未満の者97人（30.1％），

20～25％未満の者88人（27.3％），20％未満の者が64人（19.9％）であった。

　肥満度と体脂肪率との相関係数は，桂法が0.71，加藤法0.70，BMI法0.72，明治生命法0.70，

厚生省法0.63でいずれも有意な関係であった（P＜0.01）。

　各種肥満度のカットオフ値を110％としたときの肥満に対する感度は，桂法が67.1％で最も高

かった。一方，特異度は，明治生命法が95.2％で他の4法よりも高かった。感度，特異度から得

られるROC曲線（Receiver operatingcharacteristiccurve）では，桂法，加藤法，BMI法，明治

生命法は同様のカーブを示しているが，厚生省法は他の4法より感度100，1-特異度0のポイン

トからやや遠い曲線となった。

　以上より身長と体重から算出される肥満度では十分に過剰脂肪蓄積をいい当てることはでき

ず，また厚生省法を除いて方法による優劣は認められなかった。
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